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市教育委員会では，市の将来を担う子供たちのより良い教育環境の整備を目指し，学

校規模配置の適正化に取り組んでいます。平成２６年度に策定した「小美玉市立小中学

校規模配置適正化実施計画」に基づき，今年度から統合準備委員会を設置し，平成３５

年４月の野田小学校，上吉影小学校，下吉影小学校による統合小学校開校に向けて準備

を進めていきます。このたよりは，その開校準備に関する情報をお届けします。  

 
 
 

７月１９日（水）に第１回統合準備委員会を開催しました。  

会議の冒頭には，委員を代表して小石川委員へ委嘱状が交付され，

その後に委員長，副委員長（委員紹介を参照ください）が選出されま

した。また，今回の委員会の議事は，以下のとおりです。   

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 検 討 事 項：統合校の統合準備に関すること，統合校の建設に関すること  

 その他目的達成に必要な事項に関すること  
 

       （ 主な検 討 事項）  

        ・校舎 建 設位置， 基本計画   ・ 通 学方法， スクール バス利 用 基準，運 行方法等  

        ・校名 ， 校歌，校 章      ・ 教 育目標， 教育課程  

        ・制服 の 有無，体 操服等    ・ 新 ＰＴＡ組 織，規約  
 

委 員 任 期：統合の日までとする（ 役員の交 代や教職 員の人 事 異動の際 には ，後 任の者 に 委嘱する ）  

部   会：専門的，詳細なことを調査・検討する組織  
 

組 織 図 例  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保 護 者  

代 表  

野 田 小 P T A  

小 石 川   寛 則   

学 校 職 員  

野 田 小  

校 長   柴 森  浩 志  

小 川   勲   教 頭   新 井  淳 子  

長 谷 川   明 美   教 務 主 任   白 石  靖 弘  

上 吉 影 小 P T A  

石 井   正 道   

上 吉 影 小  

校 長  ◎  久 保 田  達 雄  

𠮷 田   洋 子   教 頭   宇 野  和 夫  

片 岡   友 加   教 務 主 任   佐 藤  正  

下 吉 影 小 P T A  

三 代 田   久   

下 吉 影 小  

校 長   青 葉  宏 一  

佐 川   栄 治   教 頭   中 村  喜 代 美  

成 井   志 野   教 務 主 任   砂 田  和 広  

小 川 北 中 P T A  

古 関   文 暁   

小 川 北 中  

校 長  ○  久 保 田  英 行  

大 曽 根   憲 司   教 頭   藤 田  康 広  

須 藤   美 智 代   教 務 主 任   篠 原  み ち 代  

地 域 住 民

代 表  

野 田 小 地 区  
代 表 区 長  赤 羽   久 志   

識 見 者  市 議 会 議 員  

 藤 井  敏 生  

区 長  中 村   孝    長 島  幸 男  

上 吉 影 小 地 区  
代 表 区 長  久 保 庭  裕 一    幡 谷  好 文  

区 長  風 間  博 身    石 井  旭  

下 吉 影 小 地 区  
代 表 区 長  細 谷  省 一   

そ の 他  元 気 っ 子 幼 稚 園 P T A  

 山 本  洋 平  

区 長  菅 谷   正 治    堤  憲 之  

そ の 他  
野 田 小 学 校  運 営 協 議 会 長  髙 野   晴 夫    佐 川  美 佳  

小 川 北 中 学 校  運 営 協 議 会 長  大 曽 根   慎 悟             順 不 同 ， 敬 称 略  

野田・上吉影・下吉影小  

統合準備委員会だより 
【創刊号】  

第１回統合準備委員会を開催  

委員紹介  ◎ ： 委 員 長  ○ ： 副 委 員 長  

統合準備委員会概要  

【  議  事  内  容  】  
 （１）これまでの経緯及び統合準備委員会の概要について  

 （２）小美玉市における小中一貫教育について  

 （３）小川北中学校敷地及び周辺の現況について  

統 合 準 備 委 員 会  

総 務 ・ 通 学 部 会  

Ｐ Ｔ Ａ 部 会  

学 校 運 営 部 会  教 育 委 員 会  

設 置  

報 告  



【創刊号 平成２９年８月１０日発行】 

 

  2 

 

○ 基 本計 画  

 このよ うな学校 をつく り たいとい った想い ・方針 を まとめ， 施設面に 反映さ せ た基本設 計図を作 成する こ と。 
 

【例】  

 ・方針                         ・設計図 へ反映  

  児童が 元気い っぱい に 外で活動 できるよ うにす る 。      十分 なグラ ウ ンドスペ ースを確 保した 配 置  

 

 市教育委員会で平成２７年２月に策定した「小美玉市立小中学校規模配置適正化実施計画」 では，

野田小学校，上吉影小学校，下吉影小学校を統合し，新しい学校を平成３５年４月に開校することと

しています。その新しい学校の校舎と体育館は，平成３３年度～３４年度に建設予定です。また，建

設位置は，小川北中学校周辺としています。統合準備委員会では，本実施計画に基づき，今後，具体

的な建設位置，校舎の配置等について協議を行っていきます。  
  

 ○開校時の推計（平成２９年データに基づく）  

   児童数：３７５人  学級数：１２学級（特別支援学級を除く）  

 

 

 

 

統合準備委員会 ス ケジ ュ ール は，

左表のとおりとなります。  

対象年度に各検討事項の協議を

統合準備委員会全体または部会に

おいて始めていきます。部会は，検

討が始まる時期に随時設置を行い

ます。  

今年度は，準備委員会全体で基本

計画の検討，学校運営部会（教職員）

で教育内容関係の検討が始まりま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 
 

 小美玉市では，市内全域で小中一貫教育を実施します。（仮称）野田・上吉影・下吉影統合小学校

は，平成２８年６月に策定された「小美玉市小中一貫教育基本方針」（※）に基づき，小川北中学校

との小中一貫教育を推進していきます。  

 

○小中一貫校とは  

 

小学校， 中学校の 教育活 動 の連続性 や一貫性 を図る 教 育を行っ ている学 校  
 

（具体例 ）９年間 のカリ キ ュラムに 基づいた 指導  

     段階的 な教科 担 任制（教 科の免許 状を持 つ 教員が各 教科の授 業を担 当 ） の導入  

     小中学 校教員 に よる相互 乗り入れ 授業の 実 施  

 

 ○小中一貫教育で期待される効果  
 

・児童生 徒にとっ て，９ 年 間連続し たギャッ プのな い 学び とな る。  

・教員の 指導力向 上，小 中 学校教職 員が相互 に乗り 入 れ授業実 施が可能 となる 。  

・小学校 高学年か らの教 科 担任制を 取り入れ やすく な る。  

・ＰＴＡ 組織や学 校運営 協 議会等を １本化し やすく な り，より スムーズ となる 。  
 

平成３５年４月に統合校を新設開校  

小美玉市における小中一貫教育について  

統合準備委員会全体スケジュール  



【創刊号 平成２９年８月１０日発行】 

 

  3 

 

 

 市 内 全 小 中 学 校 で 小 中 一 貫 教 育 を 推 進 す る 。 た だ し ， 各 中 学 校 区 の 実 態 に 応 じ て ， 段 階 的 に 移 行 す る も

のとする 。  
 

    隣接型・ 併設型 小 中一貫教 育   （ 野田小 ・ 上吉影小 ・下吉影 小統合 小 学校と小 川北 中）  

 

 

 

 

 

 

 

○小中一貫教育推進のための組織（※より抜粋）  

  本基本方針に沿って，小美玉市における小中一貫教育及び施設整備を推進するために，以下

の組織を置く。  
 

（学校教 職員によ る組織 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（学校関 係者，地 域住民 に よる組織 ）  

  
 

 ○小川北中学区における小中一貫教育  

 

 基本方針に記載されている「小中一貫教育推進のための組織」の表中，「玉里地区小中一貫

教育推進委員会（仮称）」，「小川南地区小中一貫教育推進委員会（仮称）」と同様の組織（※２）

を設置し，小中一貫教育を推進していく。※２の活動が統合準備委員会，学校運営部会の活動

と重なる。また，その進捗状況は，統合準備委員会に報告等を行い，連携して学校づくりを進

めていく。  
 

・小中で 連動した 学校教 育 目標や重 点目標を 設定す る 。  

・学習指 導や生徒 指導の 連 動を図る 。  

・小中教 員による 乗り入 れ 授業（一 部教科） や出前 授 業  

 を実施 する。  

・学校行 事等を連 携して 行 う  想定され る小中一 貫教育  

統 合 校整 備・ 開 校に 係る 建設 準 備委 員会 等  

【内容】 施設整備 関係， 校 名等，通 学関係， PTA組 織 に関する 検討等  

【構成】 該当校の 保護者 代 表 ，学校 職員，地 域住民 代 表，識見 者，その 他  

  教育委 員会担当 者  

小 美 玉市 小中 一 貫教 育推 進協 議 会  

【内容】 全小中学 校で， 小 中一貫教 育に係る 情報を 共 有する。  

【構成】 全小中学 校長， 代 表教員， 教育委員 会担当 者  

小 川 南地 区小 中 一貫 教育 推進 委 員会 （仮 称 ）  

＜隣接型 ・併設型 モデル 校 ＞  
 

【内容】 小中一貫 教育の 推 進  

・教育方 針の策定  

・交流事 業の推進  

・教育課 程の編成  等  
 

【構成】 小川南地 区小中 学 校教職員  

    (小川小， 橘小， 小 川南中 ) 

    教育委員 会担当 者  

玉 里 地区 小中 一 貫教 育推 進委 員 会（ 仮称 ）  

＜一体型 モデル校 ＞  
 

【内容】 小中一貫 教育の 推 進  

・教育方 針の策定  

・交流事 業の推進  

・教育課 程の編成  等  
 

【構成】 玉里地区 小中学 校 教職員  

 (玉里小 ，玉里 北小， 玉 里東小， 玉里中 ) 

    教育委員 会担当 者  

小川北中     統合小    

○小美玉市小中一貫教育の基本的な考え方（※より抜粋）  
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校舎建設位置の統合準備委員会の方向性  
 

小川北中学校敷地内に小学校を建設することとする。  
委員の意見にあった懸案事項について，協議を行っていく。  

 
○小美玉市立小中学校規模配置適正化実施計画  

      統合小学校の位置：小川北中学校周辺  
 

○小川北中学校の現況  
 
  敷地に接している道路，河川：東－梶無川  

西－県道茨城空港線  

北－県道紅葉石岡線  
 

  周辺 の土地の主な 利用状 況：東－畑   西－畑  

南－山林  北－宅地  
    
   敷 地 面 積： 48,120㎡  

   校 舎 建 築 面 積：  2,567㎡  

   校 舎 延 床 面 積：  4,134㎡  
  

○主な意見  

 以前の 統廃合の 話の中 で は，「小 川北中 学校敷 地内 北側の駐 車場

（当時は 山林）」，「 南側の 梶無川と 茨城空港 線間」，「 茨城空港 線を

渡 っ た 南 側 」，「 梶 無 川 を 渡っ た 東 側 」 に 建 設 し て は ど う か と い う

意見があ った。  
 
 

 小 中 一 貫 校 とす る 際 の 理想 は ， 同 一 敷 地内 に 学 校 があ る こ と。 小 中学 校 の 先 生 の 顔が 見 え る ，先 生 の 相 互 乗 り入れ

ができる ，児 童も安心 して 中学生と 接し ，将来は こう いった感 じだと分 かる 。多 くのメリ ットがあ ること を 考えると ，

敷地内に 建設が可 能であ れ ば，建設 していた だく と 良 いと思う 。  
 
 
 中 学 校 敷 地 の 一 部 に 小 学 校 を 建 設 し た 場 合 ， コ ス ト が 抑 え ら れ
ると思う 。  
 
 

 中 学 生 と 小 学生 ， 一 人 あた り の 校 庭 ㎡ 数が そ れ ぞ れ違 う と 思う 。 現在 と 統 合 時 で は， 生 徒 数 が減 少 す る 。 そ れを考

えると， 中学校の 校庭内 に 小学校を 建てても 問題が な いのでは ないかと 思う。  

 ⇒（事 務局）市 内の学 校 は全て， 文科省の グラウ ン ド整備面 積の基準 を大幅 に 上回って いる。  
 
 

 中 学 校 敷 地 内に 小 学 校 が建 っ た 場 合 ， グラ ウ ン ド を減 ら し てほ し くな い 。 人 数 と して は ， 小 学生 と 共 用 し て も十分

活 動 で き る ス ペー ス だ と 思う 。 し か し ， 小学 生 と 中 学生 で ど うし て も分 け な く て は なら な い も のが あ る と 思 う 。授業

に お い て ， １ つの 体 育 館 では 不 十 分 。 低 学年 だ け で も使 え る よう な 体育 館 を 造 ら な いと ， 教 育 課程 を 実 施 す る ことは

難しい。 ただ，小 学校が 中 学校のそ ばにある ことは 良 いと思う ので，近 くまた は 敷地内に 造ると良 いと思 う 。  
 

 新 校 舎 は ， グラ ウ ン ド に面 し ， ど こ に おい て も グ ラウ ン ド が良 く 見え る 位 置 ， で きれ ば 南 側 がグ ラ ウ ン ド に 面して

い る と 良 い 。 また ， 小 学 校は 遊 具 が 必 要 にな っ て く る。 中 学 校の グ ラウ ン ド で 部 活 動等 を 行 う こと を 考 え る と ，その

邪魔にな らない場 所に設 置 しなくて はいけな いと思 う 。  
 

 学童が 建物と同 敷地内 に 建つと助 かる。  

 

 学 校 の 建 て 方と い う こ とも あ る 。 現 在 ，校 舎 の 北 側は 駐 車 場， 駐 輪場 と な っ て い る。 例 え ば ， こ れ ら の 施 設 を活用

し た 建 て 方 も 考え ら れ る と思 う 。 で き れ ば， 小 学 生 と中 学 生 が常 に 見え ， 先 生 も 連 携が 取 れ る よう な こ と で あ れば，

敷地内で 計画して いただ き たいと思 う。  

 

 

 

 

 

 

 

発行：野 田・上 吉影・下吉 影小学校 統合準備 委員会  

（事務局 ）小美玉 市教育 委 員会   

施設整備 課  学校 づくり 推 進係  

〒 311-3492 小美 玉市小 川 4-11 

 電話   0299-48-1111（ 内線 2212・ 2216・ 2217）  

Eメール  gakko@city.omitama.lg.jp 

小川北中学校敷地及び周辺の現況について  

※ 会 議 の 議 事 録 等 は ， 市 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し て い ま す 。  

 h t t p : / / c i t y . o m i t a m a . l g . j p / 0 0 2 5 / g e n r e 1 - 2 - 0 0 1 . h t m l  

 

次回の統合準備委員会は，９月下旬を予定してい ま

す。日程が決まり次第，市ＨＰでお知らせします。傍

聴希望の方は，事務局までご連絡ください。  

 中 学 校 の 校 庭 内 に 校 舎 を 建 て る と ， か な り 狭

くなるの ではない かと思 う 。  

 


